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歴史に触れられる貴重な 

展示会にぜひお越しください 

「いたちかわらばん」８０号発刊記念 展示会 

発 行 年 月 
2018 年 11 月 

通刊80号 記念号 

【版画 宗森英夫】 

いたちかわらばん８０号発刊を記念して、今までのかわら

ばんやＯＴＡＳＵＫＥ隊の活動を振り返る展示会を開催し

ます。 

日時：2018 年 12 月 11 日（火）～14 日（金） 

9 時～17 時  

※10 時～16 時の間は、隊員が常駐します。 

場所：栄区役所新館４階 ラウンジタッチー 

内容：いたちかわらばん（創刊号～）、版画、航空写真、 

パネル等の展示    

 

 

創刊号(1998 年)→ 

☆早春のウオーキング募集☆ 

“赤坂川源流探索” 

日  時 ： 2019 年 2 月 26 日（火） 

 赤坂川はいたち川右支川の一つで新橋脇に流れ込む河

川です。ほとんどが暗渠化され水源部は小菅ヶ谷北公園と

なっており、昔は別名「たぬき川」と呼ばれていました。 

 本郷台駅前集合（10：00）→小菅ケ谷北公園行バス

（10：34）→見晴台下車→自然観察ゾーン広場（11：00～

11：30）トイレ→BBQ 広場（12：00～13：00）トイレ、レストハ

ウスあり昼食休憩→ トンボ池→公園内周遊（富士山ビュー

ポイント）→小菅ヶ谷北公園バス停 14：00（解散）希望者は

舞岡公園に行くことが出来ます。 

＊雨天中止。中止の場合は、前日ご連絡します。 

18 秋号 

上流から見た「いたち川橋」 

’

集合場所：ＪＲ本郷台駅前広場（10：00 集合） 

参 加 費：100 円（保険料等） 

持 ち 物：飲み物、雨具、お弁当 

参加人数：20 名（先着順）             

参加要領：参加希望者は、葉書、メール、FAX で住所・ 

     氏名・性別・電話番号を明記の上、 

     2019 年 1 月 31 日（木）までに下記に応募 

     して下さい。（当日消印有効） 

応 募 先：〒247‐0005 栄区桂町 303‐19 

     （電話）894‐8161 （FAX）894‐9127 

     （アドレス）sa-kikaku@city.yokohama.jp 

     栄区役所区政推進課企画調整係担当 

※内容については、和久井（いたち川 OTASUKE 隊、080‐3498‐0552)まで 

通刊 80 号 

歴史に触れられる貴重な 
展示会にぜひお越しください 

記 念 号 

 
 
 

発
刊
八
〇
号
を
記
念
し
て 

「
い
た
ち
か
わ
ら
ば
ん
」
も
八
〇
号
と
な
り
、
発
刊
二
〇
年
余
り
と
な

り
ま
し
た
。
季
刊
誌
で
春
号
・
夏
号
・
秋
号
・
冬
号
の
年
四
回
発
刊
で

三
か
月
毎
に
出
し
て
い
た
た
め
、
結
構
忙
し
く
最
初
の
月
に
次
号
の
主

な
内
容
と
担
当
者
を
決
め
、
次
の
月
に
出
来
上
が
っ
た
原
稿
の
推
敲
を

行
い
、
三
か
月
目
に
印
刷
・
発
行
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
現
在
は

四
か
月
毎
の
発
行
に
な
り
ま
し
た
が
、
毎
月
賑
や
か
に
編
集
会
議
を
開

き
現
地
を
視
察
し
た
り
、
参
考
文
献
を
調
べ
た
り
、
過
去
の
記
事
を
読

み
返
し
た
り
し
て
充
実
し
た
内
容
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。 

 

い
た
ち
川
は
二
級
河
川
で
す
が
、
横
浜
市
は
政
令
都
市
の
た
め
特
別

に
都
道
府
県
並
み
の
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
（
一
級
河
川
・
国
管
理
、

ニ
級
河
川
・
都
道
府
県
管
理
、
そ
の
他
の
一
般
河
川
・
市
町
村
管
理
）

河
川
関
係
者
に
は
全
国
的
に
有
名
で
、
各
地
か
ら
視
察
が
来
ま
す
。
近

年
で
は
外
国
（
韓
国
・
中
国
・
台
湾
）
視
察
団
も
来
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
「
多
自
然
型
工
法
」
を
取
り
入
れ
た
モ
デ
ル
河
川
だ
か
ら
で
す
。

都
市
河
川
の
多
く
が
、
治
水
を
重
視
す
る
あ
ま
り
、
両
岸
を
コ
ン
ク
リ

ー
ト
で
固
め
た
た
め
、
水
辺
の
植
物
や
水
草
が
生
え
な
く
な
り
魚
が
棲

み
に
く
く
な
り
ま
し
た
。 

 

い
た
ち
川
で
は
、
毎
年
イ
ナ
（
ボ
ラ
の
幼
魚
）
の
他
、
ア
ユ
や
ウ
ナ

ギ
が
海
か
ら
上
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
魚
の
た
め
に
、
四
種
類
の
魚

道
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
下
流
の
戸
塚
方
面
か
ら
流
れ
て
く
る
柏

尾
川
と
の
合
流
地
点
の
「
ス
リ
鉢
型
魚
道
」
は
、
中
央
の
流
れ
の
強
い

所
は
、
大
型
の
力
強
い
魚
が
の
ぼ
り
、
両
側
の
流
れ
の
弱
い
部
分
は
体

力
の
弱
い
小
魚
が
の
ぼ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
二
つ
目
は
海
里

橋
下
流
の
段
差
に
設
置
さ
れ
た
「
階
段
式
魚
道
」
で
す
。
川
岸
に
設
置

さ
れ
て
い
る
た
め
中
央
部
よ
り
水
流
の
強
さ
の
影
響
が
少
な
く
、
の
ぼ

り
や
す
い
よ
う
で
す
。
三
つ
目
は
区
役
所
裏
の
段
差
を
天
然
石
に
よ
っ

て
流
れ
の
速
い
部
分
と
緩
や
か
な
部
分
を
作
っ
て
い
ま
す
。
魚
の
種
類

に
よ
っ
て
好
み
の
流
れ
を
選
ん
で
上
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
四

つ
目
は
扇
橋
水
辺
に
流
れ
込
む
矢
沢
堀
小
川
ア
メ
ニ
テ
イ
と
上
流
部
の

長
倉
小
川
ア
メ
ニ
テ
イ
が
本
川
に
流
れ
込
む
と
こ
ろ
で
、
こ
の
場
所
は

段
差
が
大
き
い
た
め
、
小
魚
向
け
に
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
の
コ
ー
ン
を
取

り
付
け
た
よ
う
な
「
コ
ー
ン
型
魚
道
」
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
い
も
り
） 

「いたちかわらばん」の事務局として、創刊号より記事の投

稿や情報提供等に携わり、時には一読者として発刊を楽し

みにしています。 

 1998 年 4 月の創刊から 20 年が経過しました。その間、

いたち川も河川改修工事により、水辺の整備など快適性向

上を進めていますが、昨今は良好な水辺空間の維持が重

要視されてきております。 

 魅力あるいたち川を広報することは市民の関心を高める

観点からも重要なことと認識しています。今後とも適切な維

持管理へ努めるとともに、OTASUKE隊の一層のご活躍を願

っています。                  （栄土木事務所）  

いたち川は多自然型の河川改修を先駆的に実施されて

いますが、区役所裏から海里橋あたりまでの川底は、コンク

リートブロックで覆われ三面張りになっています。そのわけ

は、戦前この辺りにあった旧海軍燃料廠で使用されていた

と思われる黄リンや銃弾が戦後のどさくさで川に捨てられた

ようです。その後、親水を目的とした河川改修に伴い川で遊

ぶ子供たちに触れる恐れが出てきたので、川浚いを行いコ

ンクリートブロックを川底に設置しました。栄区が誕生して間

もないころの懐かしい思い出です。（＊“三面張り”とは、河

川の両側面と川底がコンクリート等で覆われている河川断

面のこと）                 （元栄土木事務所職員） 

人事交流の２年間、編集に携わらせていただきました。

OTASUKE隊の皆さんには、栄区の右も左もわからない私

を優しく受け入れたいただき、感謝しています。自然を愛

し、守り、後世へ残そうという取組は、高畠町に戻ってか

らもお手本となる活動です。  

 これからも、いたち川が栄区民に愛され、「いたちかわら

ばん」が 100 号へと続くことを遠くから願っております。    

（山形県高畠町職員）  

 



 

 
   
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

  

 

 

 

いたちかわらばん 80 号（記念号）特集 
創刊号（1998 年 4 月）から、発行に携わった人の思い出
や感想を特集しました。 

≪予告≫ 81 号は、いたち川情報マップ裏面の中流域の史跡を
含めた紹介と、80 号発刊記念の座談会の記事を掲載いたしま
す。                   （水・人・子）   

転勤生活に終止符を打ち、いたち川沿いに住処を定めて、犬の散歩か

らゴミ拾いが始まり、川の清掃→愛護会→OTASUKE 隊と「いたちかわらば

ん」につながり、記事も数回載せていただきました。今回 80 号発刊をお聞

きして、隊長や皆様の地道なご努力の賜物と改めて思いました。途中下

車してしまった私ですが、記念特集に関わらせていただきまして、心から

感謝とお礼を申し上げます。                   （あひる） 

 「いたち川 OTASUKE 隊」（以下、OTASUKE 隊）は川をめぐる人の交
流、情報の交換を促し、広く区民の間に川への愛護意識を高め、川
を軸にした街づくりを目指して 1995 年に結成されました。呼びかけに
集まった人たちで「いたち川情報マップ」を発行し、1998 年に「いたち
かわらばん」が発行されました。 
 版画によるいたち川の景観の紹介は現在まで続いていますが、初
期の記事は将来の川への思いが多く書かれています。40 号以後は
復元した自然の動植物やウオーキングを企画して、参加者とともにい
たち川周辺の珍しい植物の観察を行っています。栄区のすばらしさと
自然への愛着意識を高める手助けが少しでもできたのではないかと
思い、今後も継続していきたいと思っています。     （水・人・子） 
 
 思えば多くの人たちとの出会いがありました。水質調査をしたり、ゴミ
拾いをしたり、暑さの中でいかだ遊びのお世話をしたり、川辺の植物や
鳥を観察したり、地域の昔の様子を聞きながら歩いたり…「いたちかわ
らばん」にはその時々を思い起こす沢山の記録がぎっしり詰まってい
ます。１９９８年に創刊号が発行されてから２０年が経ちました。年相
応の OTASUKE 隊員として川に関わる楽しい交流をと望んでいます。  

                           （う ぐ い す） 
 
 OTASUKE 隊、「いたちかわらばん」の編集等に参加して、隊員皆さ
んの知識の豊かさにはびっくりしました。 

編集会議は、植物、動物、川、里山等の話題が数多くあり、楽しい
会議です。宗森隊長の版画作成には体力等が必要ですが、80 号ま
でよく作られたと思います。 

私達夫婦は、1977 年に関内より栄区（旧戸塚区）に引っ越してき
ました。当時いたち川は廃棄自転車、廃棄物、区役所裏より下流に
終戦時、旧海軍が投棄した黄リンが発光したりして、ドブ川の様でし
た。現在では各愛護会の活動により美しい清流となりました。きれいに
なったいたち川を活動を通して守っていきたいと思います。 

（草本夫妻） 
 

「いたちかわらばん」と付き合って５２号、１３年になります。この間、
多くのメンバーとの交流がありました。 
 転勤した方、やめられた方、亡くなられた方も数多いが心強いことに
１３年間ずーっと一緒だった方が６名もおられる。 

自身、傘寿にリーチをかける年齢になって些か老いたがまだまだ筆
は立つ積りです。これからは認知症予防も兼ねて、かわらばんの紙面
にちんまりと居座る記事を提供してゆきたいと考えています。       
                              （ピンテール）  
 
 「いたちかわらばん」の創刊号からの読者の 1 人です。栄区を流れ
るいたち川は、散策に、自然観察と学習に、また、安全に遊べる水辺
もあり、みんなに親しまれている川だと思います。 
 「いたちかわらばん」がその橋渡しをしていることは素晴らしいと思い
ます。私の地域の水辺愛護会の自主的な活動「子ども環境学習会」
には、隊員の方に度々講師をお願いしてお世話になりました。その縁
で今、OTASUKE 隊に参加させていただいています。 
                              （う め お き な） 

思い出のかわらばん・・・旧隊員 

 私が栄区で OTASUKE 隊の皆様と出会ったのが約 10 年前。区内の子

どもたちと一緒に植物や生き物を探しながら上流付近へ散策したことが懐

かしい思い出です。そして、今も皆様の活動が着実に継続されていること

が何よりも嬉しいです。これからも、「いたちかわらばん」が、愛すべきいたち

川の広報紙として、続いていくことをお祈りしています！      

                          （2008～2010 年度担当） 
 
 私が担当していた 2014 年度には 80 号を意識し、無理なく楽しく続けて

いこうと話されていたことを思い出します。着任したての頃は、生き物や橋

の名前など皆さんの豊富な知識について行けませんでしたが、「いたちか

わらばん」の編集を通して少しずついたち川について学ぶことができました。

OTASUKE 隊の皆さま、ありがとうございました。これからもご指導よろしくお

願いします。                       （2014 年度担当） 

 

 いつまでも 絶えぬ情報 知恵合わせ かわらばんかな 

はやく読みたい                      （2015 年度担当） 

 

 この度は「いたちかわらばん」80 号の発行、おめでとうございます！ 

隊員の皆さまから直接いろいろなことを教えていただいた１年間は、とても

貴重な時間でした。 

OTASUKE 隊の皆さまの知識や思い、人柄が濃縮された「いたちかわらば

ん」。積み重ねられた 80 号は、何ものにも代えがたい栄区の財産だと思い

ます。これからも「いたちかわらばん」ファンの１人として、毎号楽しみにして

います！                          （2016 年度担当） 
 
 私にとって事務局の担当をしていた期間は、隊員の皆さんが、隊の活動

に熱心に取り組まれている姿勢に刺激を受けた１年でした。ちょうど１年前

に 80 号の企画検討が始まり、この度 80 号が形になって、うれしく思いま

す。 

 発行から 21 年目。事務局としても、一読者としても、これからも「いたちか

わらばん」を楽しみにしています。 

                               （2017 年度担当） 
 
 「いたちかわらばん」の過去の号を読み返しますと、バラエティーに富んだ

内容で驚きます。個人的に特におもしろかった号は 13 号の桜の記事で

す。今年は桜を見ることができませんでしたが、来年の花のトンネルに期待

しています。定例会は昔のいたち川のお話や栄区の歴史を知る貴重な機

会です。引き続き、いたち川の魅力を伝えていけるよう努めたいと思いま

す。                             （2018 年度担当） 

 私は、2003 年から５年間、「いたちかわらばん」発行のお手伝いを

させていただきました。毎回寄せられる、様々ないたち川の情景を伝

える記事や、時には刷りたてでまだインクの匂いのする宗森さんの版

画を楽しみにしていました。メンバーのみなさんと楽しくやりとりさせて

いただいたことなど、懐かしく思い起こしています。今もこうして活動が

続いているのは、メンバーのみなさんのパワーやお人柄によるもので

あり、素晴らしいことだと思います。 

 いたち川は、栄区を横断しながら四季折々に様々な姿を見せてく

れる、魅力の多い川です。これからも、「いたちかわらばん」を通じて、

より多くの方に水辺に関心を持っていただけることを期待しています。 

                        （2003～2007 年度担当)  

 「いたちかわらばん 80 号」非常に嬉しく思います。私が在籍して

いた頃に発行された 3７号から 4８号を改めて読みかえしましたが、

「栄区どんぐり運動」や「いたち川知り隊」など当時の事業の数々が紹

介され、OTASUKE 隊と区役所は共に歩んでいたことを改めて感じま

した。毎回表紙を飾る宗森さんの版画はとても楽しみで、様々な川の

表情を知ることができました。 

 隊員の皆様による植物、野鳥、生物等のコラムは個性豊かでひき

つけられるものがありました。栄区に配属され、区民の皆様と共に、森

に入り、川を歩く、数々の経験をさせていただきましたが、その中心に

いたち川はあり、この川にまつわる様々なことを、いたちかわらばんか

ら学びました。知識を深めることで、ますます川への印象が強くなり、

より身近に感じることとなりました。今でも、私は「いたちかわらばん」を

愛読しておりますが、これからも、100 号さらにその先を目指して、続

いていくことを応援しております。     （2007～2010 年度担当） 

 いたち川との最初の出会いは、OTASUKE 隊のリーダーの案内で、
尾月橋の水辺から栄区役所まで、川の説明を聞きながら歩いたの
がきっかけでした。その後、OTASUKE 隊の一員として活動するように
なりましたが、その２０年間の活動の中で、特に印象に残っているの
は、季節によってみることのできる様々な生き物たちです。サワガニ、
アキアカネなどの小さな生き物から、白鷺やシベリアから来る渡り鳥
など、様々な生き物を目にすることができます。 
 このいたち川周辺の豊かな自然について、今は私の仲間たちが子
供達に伝えています。私の孫も上郷小学校の授業でいたち川の川
遊びや源流探検をして、たくさんのことを学んだようです。こうして、地
域の皆さんや子供達に川の魅力を伝え、そこに棲む生物たちがいつ
までも暮らしていけるいたち川を、みんなで守っていきたいと思いま
す。                                （モモンガ） 

第 80 号の発行、おめでとうございます！ 

かわらばんを担当した職員から 

いたちかわらばん 80 号発刊を顧みて・・・現隊員 

＜いたち川 OTASUKE 隊の顔ぶれ＞ 
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